
大学 における多言語教育の利点 について
一英語、 ドイツ語、西洋古典語教育 を例 に

高畑 時子

1.は じめに

本稿 では、筆者が これまで大学 で英語 、 ドイッ語、西洋古典語(ラ テ ン語 と古代 ギ リシ

ア語 のこ と。以下、ギ リシア語 と表記)を 学 び、かつ教 えて きた経験 、また、 フラ ンス語

とイタリア語 な ど他 の外 国語 を独 学で学んで きた経験 を元 に、大学 で多言語教 育が行 われ

る利点 とその際の工夫 について述べたい。

外国語を学ぶには、やはり現地へ行って、その国の言語 を読んだ り、話 したり、聞いた

りして毎 日それを使うのが最 も効果的であろう1。 しか し、文法や語彙などの語学の基礎

的知識なしにい きなり現地へ行って も、無駄が多いと思われる。そこで、最低限、初級文

法の知識は日本国内でで きるだけ得てか ら、機会あれば現地に赴 くのが、外国語の習得に

はいっそう効率がよいと思われる。大学で学生が外国語を履修する目的が、最初はたとえ

単位の修得のためであったとしても、学生がコンスタントに授業に出席するうちにその言

語に次第に関心を持つようになり、熱心に自宅で も学ぶようになれば高い語学力を得るこ

とができる。また、たとえそうでな くても、授業の予習や復習を真面 目にこなしてさえい

れば、少なくともその言語の基礎知識は得ることができる。このようにして大学の最初の

2年 間の教養課程で外国語の基礎知識を学び、その後、可能であれば、例えば夏休みなど

の長期休暇中に現地へ行って語学学校等に通いながら外国語学習をさらに深めつつ、実際

にその言語を使用 して生活すると、わずか数カ月間の滞在であっても、 日常会話には困ら

ない程度に上達するであろう。あるいは、大学生活の後半の3年 次、4年 次に外国語の中

級や上級クラスを履修 し、ネイティブ教員の授業に出席 したり、その外国語を駆使 したよ

りレベルの高いクラスに出ると、日本国内にいて もさらに外国語学習を極めることができ

る。 しか し社会人になれば長期休暇を取ることが難 しくなり、外国に駐在することを命 じ

られたり、現地に派遣されたりするなどの機会に恵まれることなしには、外国での長期滞

在をすることは困難になるので、大学生活は外国語を本格的に習得する最良の機会の一つ

であるともいえる。

しか し昨今 では、大学 におけるギ リシア語、 ラテン語 とい った西洋古典語 はお ろか、 ド
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イッ語やフランス語などのいわゆる第二外国語の授業時間数が減 らされてきてお り、語学

の授業が徐 々に軽視 されている傾向にある2。 しか し文学部の学生はもちろん、文学部以

外の学生にも、これ らを学びたい と思う学生は存在するし、中には初級では物足 らず、中

級以上にも進んで学びたいという学生 も存在する。中級以上のクラスが設置されていない

大学の学生であるにもかかわらずである。そこで本稿では、大学における外国語教育、特

に英語 を中心 とする多言語教育の重要性 と意義 を再考 したい。その際、既に4、5年 も前

か ら小学校の教育課程に採 り入れられるなどして、年々ますます身近になりつつある英語

教育と、それ以外の西欧諸国語教育との対比により考察 したい。

ll.大 学 にお ける多言語教育 の利点

Il.1.子 どもを取 り巻 く英語教育環境の進化

日本語 には、 日本 で生 まれ育 ってい る者 であれ ば、毎 日接 す るこ とがで きる。 ひ らが

な、 カタカナ、漢 字 などを親が子 どもに幼 少時か ら教 え込む必要 はあ るが、普通 に生活 を

してい るだけで も読 み書 きは ともか く、話 した り聞いた りす ることに関 して は、親や周囲

が子 ど もに毎 日話 しか けて さえいれば、通常 は日常生活 には困らない程 度には上達す る3。

日本語 でな く、現在で は子 どもを取 り巻 く環境次第で は、英語 に も幼少時か ら接す るこ

とがで きる。 ところ によっては、子 どもが生 まれる前 か ら既 に産院で、胎教用 や乳幼児用

の高額 な英語教材が宣伝 されていた りす る。英語教育 に熱心 な乳幼児 の親 も多 く、 その よ

うな親 は英会話 を習 わせ るの に月数万 円程度 の出費 を惜 しまない。 また、育児 書 には英語

教育特集 が組 まれた り、 日本語 と同時 に英語 の学習 も始 め られるよ うな教材や、ゼ ロ歳か

ら始 める音声付 英語の教材 も豊 富 に出回 って いる。DVD、 音 楽CDな どのメデ ィアやDS

な どのゲ ームを利用 した乳幼児 向けの英語教材 も沢山あ り、 さらにはオ ンラインや電話 に

よる英 会話教 室 な どもあ って、親 が 自宅 で乳幼児 に英語 学習 させ るこ とも不 可能 で はな

い。値段 も様 々で、例 えば 「デ ィズニーの英 語 システ ム(DWE)」 など高価 なシ リーズ も

のの教 材か ら、書店 な どで安価で手 に入 る教材 まであ る。

また、 ネイテ ィブ講師 による英語教 育 を売 りに してい る託児 所、幼稚 園や保育 園 も昨今

多 く、概 して人気 が高 い。親が 園 と会話 学校 をは しご して送 り迎 えす る よ りも効率 が良

く、その方 が親子 ともにとって楽で もある。

そ して、乳幼児期 を経 て学童期 に入 って も、現在 ではほぼすべての小 学校 で既 に英語教

育が行 われてい る。 しか もBenesse教 育研 究開発セ ンターに よる 「小学校英語 に関す る基

本調査」4では、現在 ではす でに8割 の小学校 で、低学年 か ら生活科 な どの時 間で英語教育

が行 われている という。

学校 に限 らず、VOA5やBBC6のLearningEnglishと い うインターネ ッ トのサ イ トでは、
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ス クリプ ト付 きの英語初学者 向けの時事 ニュースな どが掲載 されてお り、イ ンターネ ッ ト

で簡単 に無料 で現 地の映像 を見なが ら、英語 を読んだ り聞いた りする ことが で きる。 また

テ レビや ラジオ放送局 のライブス トリー ムなどで は、現地時 間 とほぼ同時 に、現地の テ レ

ビや ラジオを見 た り聞いた りす ることがで きる。

この ような、その気 になれ ば、 日本国内 にいて も英語 を無 限大 に学習 し、マス ターす る

こ とがで きる環境 の 中、今 の乳幼児が大学生 になる頃には、今 の大学生 よりも英語が さ ら

にで きるようになってい るか もしれず、 も しか した ら英語 が第二の母 国語 の ようになって

いるか もしれ ない。そ して、現在 もそ うであ るが、今 後、彼 らが大学へ入 る頃には、彼 ら

が育 った環境 によって は、各人 に英語力 の差が現 在以 上 にます ます 開いて くる と思 われ

る。

II.2.第 二外国語学習から始める英語学習

このような英語 と異なり、 ドイツ語やフランス語など、英語以外のいわゆる第二外国語

は、殆 どの学生が大学に入ってから初めて学ぶ。 ドイッ語やフランス語が教育課程に採 り

入れ られている高校 もあるが、全ての高校がそうだというわけではない。 ドイッ語やフラ

ンス語は、多 くの学生は大学に入って一か ら始めるが、西洋古典語になれば、その率は高

くなる。このようにほとんど大学でしか直接学ぶことがで きない外国語が存在するため、

大学の存在がますます貴重 となって くる。

ところで、大学で外国語 を履修する学生の全員が、英語が堪能とは限 らない7。 大学生

の英語力には大 きく開きがあると、日々筆者は感 じている。大学入試の際、英語のヒアリ

ングや作文、読解能力は問われるが、英会話能力は問われない。大学へ入学 したが、英会

話や英文法、文章解析 といった英語の能力が十分でない者、英語に限らず外国語学習その

ものに苦手意識を持っている、あるいは自信のない学生でも、ラテン語や ドイツ語等のよ

うな文法がはっきりした外国語を、英語の知識がなくて も、大学で最初か ら学ぶことがで

きる。英語の語学力は学生によって差があっても、これら英語以外のいわゆる第二外国語

は、大学で初めて学ぶ者が多いため、少なくともスター ト時点では語学力に差がない。そ

の際、学生は必ず しも英語が得意でなくてもよく、 どんな学生でもスター トラインは同じ

で、真面 目に予習復習を行い、授業に出席 し続ければ少なくとも基礎学力をつけることが

で きる。特に西洋古典語の場合、明確な目的意識を持っていたり、語学学習に意欲的な学

生が多いこともあ り、問題なく単位取得をできるどころか、大変良い成績を修める学生が

多い。また、そのような学生は概 して西洋古典語の成績だけでなく、他の科 目の成績 も良

い。逆に、他の科 目の成績が芳 しくない学生で も、一般的に文法が複雑で難 しいとされる

西洋古典語をまず第一に習得すると、他の科 目も同じように熱心に取 り組 むようになり、
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全体的に成績が向上することもある。

また、第二外国語の授業に何かの理由で出席できなかった り集中できなかったりして授

業に付いて行けなくなる学生があっても、本人のやる気次第では、自宅学習などで追いつ

くことも不可能ではない。遅 くとも小中学校から学習を開始する英語 と異なり、第二外国

語の学習は大学で始めることが多 く、初級ではまだ授業時間数の経過が少ないため、自分

が休んだ分さえ復習すれば、容易に遅れを取 り戻すことがで きる。長期間休み、それ以前

の自分が出席 していた時の内容を忘れてしまっていても、本人の頑張 り次第では、最初か

ら勉強 し直 して授業に追いつ くことも不可能ではない。学生間に学力の差が出てくるとす

れば、授業への出席回数の差、勤勉な態度の差によることが多い。この、アルファベ ット

や発音 といった、全 くの初歩から外国語を学べることが、英語以外の外国語を大学で学ぶ

ことのメリットの一つであるといえる。

さらに、英語の不得意な者でも、第二外国語をある程度習得 してか ら、または第二外国

語を学びなが ら、それにより培 った外国語の学び方に拠 りつつ、英語を基礎か ら勉強 し直

すこともできる。文法面のみで言うと、例えばラテン語のような古典語は複雑であるが、

明解でもあるので8、 それと比較 しつつ英語を学び直すと、英語がいっそう分か りやす く

理解 しやす くなるであろう。

ドイツ語、 フランス語、古代 ギ リシア語、 ラテ ン語 とい った言語 は、英語 よ りも文法が

複雑 とされ るが、その うちの どれか一つで も中級程度 までマス ターすれ ば、学生 は語学の

学習 その ものに楽 しみを見 出 し、 自信 を持つ ようになる。そ して、 さらに別の言語 に興味

を持つ ようにな り、 自発 的に他 の言語 も学ぶ ようになる者 もいる。

つ ま り、大学で初めて学 んだ外 国語 の学習 に より、語学 の単位 を取 る とい う 目的の達成

以外 に も、 どんな分野で あれ 自主 的に何 か を学 んでい く習慣 を身につける ことが で きる よ

うになる可能性 もあ る。例 えば先 に ドイツ語や ラテン語 を学 び、その後、 これ まで苦手で

あった英語 を自主 的に学 び直す とい うこともあ り得 る。

例 えば筆者が長期留学 していた ドイツでは、母 国語 を学ぶ と同時 に、外国語 を学ぶ ため

の一番最初 の入 り口 として、 ラテ ン語が教育課程 に採 り入 れ られ ている。 ラテン語 はすべ

ての西欧諸 国語 の基礎 と考 えられてい るか らであ る。生徒 はまず、Grundschule入 学後の

8歳 頃 とい う早期 にラテ ン語 の基礎 を学 んでか ら、英語や フランス語 な ど他 の言語 を学ぶ。

そ して大学入学 の際には、Latinum(ラ テ ィーヌム)やGraecum(グ ラエ クム)と い った

西洋古 典語 の語学 資格試験 に合格 す るこ とを義務付 けて いる大 学 の文系 学部 もあ る。 ま

た、 イギ リス にお いて も、政府 は2014年 か ら中国語、 ラテ ン語 、ギ リシア語 、 フランス

語、 ドイッ語、スペ イン語 を含 む六つの外 国語が、小学校の必修科 目となる計画 を立 てて
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い る。

ラテ ン語 は ドイツ語 や フランス語、 イタ リア語 と文法や語彙 な どが似 てい る。例 えば、

ラテン語 と同様、名詞 に男性 と女性以外 に中性 があるのは ドイツ語 だけであ り、 フラ ンス

語 とイタリア語 には中性 はないが、 ラテン語 の ように男性 と女性 を残 している。 ドイッ語

は、 ラテ ン語の特徴 を現代西 欧諸国語の中で もと りわけ よ く残 している。 また、 フラ ンス

語や イタリア語 も英語 よ りはラテン語に近い と言 える。

このことか ら、英語 が不 得意 な学生で も、大学で英語以外 の言語 を一 か ら学 び、そ れを

ある程度 まで修得す れば、そ の言語 の知識 だけでな く、語学や学 問の 「学 び方」 も学ぶ こ

とがで きるため、それ を英語 な ど他 の外 国語の学習の際に も応用で きる。

Il.3.1.英 語の知 識に基 づ く第二外国語(ド イツ語)学 習

一英語語学力の利 点

これ まで英語が不得意 な学生への多言語教育 の長所 を述べ て きたが、英語の知識 を十分

持 ってお り、英語力 に 自信 のある学生 に も当然 メ リッ トはあ る。その ような学生 は、幼少

時か ら長年学 んで きた英語 の知識 を活 か して、新 たな外 国語 を学 ぶ ことが で きる。英語 と

その他の西欧諸 国語 には類似点 も多 いため、学生 は第二外 国語 を学ぶ際、英語 との類似点

と相違点 を把握す るこ とに より、その言語 をよ り学 びやす くなる。教 え手は英語 との共通

点や相違点 に留意 して説明す ると、英語 に馴染 んだ学生の注意 を喚起 しやすい。

ドイツ語の単語 だけを取 り上 げて も、 ドイ ッ語 には英語 由来の外 来語が多い。例 えば名

詞 で はHaus,Musik,Handy,Telefon,Organisationな ど、動 詞 で はtanzen,telefonieren,

kopieren,organisieren、 形容詞で はgut,lang,kaltな ど数多 くあ る。 また文法面 で も、 ド

イッ語 は英語 とよ く似 てい る。例 えば、動詞 の現在 完了形 は、語順 や用法 も若干異 なる

が、 両 言 語 は と もにhave/habenの 現 在 人 称 変 化+過 去 分 詞 を使 う(例:Ihavejust

finishedmyexamination./IchhabegerademeinePrUfungfertiggemacht)。 ちなみに、

ラテ ン語の現在完了 ではhabeo(持 つ)は 用い られず、sum(「 ～ である」、英 語のいわゆる

be動 詞 に当た る)の 現在人称変化+完 了分詞で表 されるので英語 ・ドイツ語 とは少 し異 な

る。 また、 ドイ ツ語 の話 法 の助動 詞 を用 い た文章(例:Hecanplaytennis./Erkann

Tennisspielen.)も 同 じく不定詞 の語順 こそ異 なるが、英語 とよ く似 てい る。 ラテ ン語の

場合、英語 のcanに 当 たる部分 はpossumの 人称 変化が用 い られ、助動 詞の単語 が英 語 ・

ドイッ語 とは似てい ない。 この ように、英語 と ドイッ語 には似 ている点が沢山ある。

英語 と ドイッ語 は似 ているため、 ドイッ語 を 日本語 に訳す る よりも、英語 に訳す る方が

早い とい うことも、英語 の知識が ある強み となる。

上 に挙 げた英語 の例文 は、簡単 な文章 であるので、特 に英語 の得意 な学生 でな くて も気
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つ く点で あろう。英語の得意 な学生 であればなお さら、真面 目に授業 に来 て、毎 回 ドイツ

語 に真剣 に取 り組 めば、良い成績 を修 め るのは よ くある ことである。 もっ とも、英語がで

きる学生 が、 ドイ ッ語 で良 い点 を取 る とは限 らない。 この場合 、学生 が就職活動 や実習、

課外活動 な どで授業 を休 みがちであった りして、 当人の ドイツ語 に取 り組む時間が単 に不

足 してい る場合 によることが多 い。

ll.3.2.英 語の知識 に基づ く第二外 国語(ド イツ語)学 習 の際の注意点

英語 の知識が あれば ドイツ語学習 はいっそ う容易 になるであろ うが、英語 と ドイッ語が

似 ているか らこそ、英語 を知 ってい るが ゆえに、学生がか えって混乱す る場合 もある。例

えば、英 語 の構 文 に引 きず られ て、 間違 った ドイッ文 を書 く学生 もいる。 それ を防 ぐた

め、教 え手は英語 と ドイッ語 の相違 点を しっか り説 明す ることが必要 である。

以下 に、学生が英語 と混 同 しやすい動詞 の文法 の例 を箇条書 きで挙 げる。

(1)ZU不 定詞句の位置。英語は文頭 に来 るが、 ドイッ語 は文末 に来 る。

(2)過 去分詞の位 置。英語 はhaveに 続 いて来 るが、 ドイッ語 は文末 に来 る。

(3)話 法の助 動詞 の位 置。英語 で は不 定詞 は助 動詞 の次 に来 るが、 ドイッ語 は文 末 に来

る。

(4)複 文 にお ける動詞 の位置。英語 では主語 の次 に動詞が来 るが 、 ドイツ語で は複文 中の

動詞 は文末に移動す る。

(5)未 来形。英語 では未来形 を使 うが、 ドイッ語で は未来の意味 は、動詞の現在形+未 来

を表す副詞で表 す ことがで きる。

(6)英 語 の進行形 は ドイツ語 にはな く、 ドイ ツ語では例 えば現在 形 は現在進行形 も兼 ねて

い る。

(7)英 語 と ドイツ語で は現在完了形 の用法 が異なる。 ドイツ語 では、会話 の際 にはあま り

遠い過去でなければ現在完了形で表す ことが多 い。

(8)英 語 では、動詞 は必ず しも文頭 か ら2番 目に配置 される必要 はないが、 ドイツ語の平

叙文で は動詞は前 か ら2番 目に来る。

上 に挙 げた英語一 ドイッ語 間の動詞 の相違以外 に も、副詞 ・形容詞 に も相違が挙 げ られ

る。英語 の場合、副詞 の意味 を持 たない形容詞 は、副詞 としては使 えないが、 ドイッ語 は

形容詞 をすべ て副詞 的に用 いるこ とが で きる。例 えば、英語で は 「良 い」 とい う意味の形

容詞 はgood、 副詞 はwellで あ るが、 ドイッ語 では形容詞gutを 副詞 として も用い るこ と

がで きる。 また両言語の前置詞 を比較 して も、冠詞 の格変化 がない英語 と異 な り、 ドイッ

語で は同 じ前置詞が用 い られていて も、前置詞 に続 く名詞の定冠詞の格変化 に より文の意
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味が異 なることな ど(例 えばEristindieStadt.とEristinderStadt.)、 英語 と ドイッ語

で はさまざまな相違点があ る。

以上、学生が混 同 しやす い文法上 の英語一 ドイツ語 間の相違 点 を挙 げた。 この ような点

な どに留意 して、教 え手 は授業 中、 ドイッ語 は英語 とは異 なる ことを説 明 してお くこ とが

必要であ る。

II.4.第 二外国語の学習から、さらに別の外国語学習ヘ

ドイッ語やラテン語など第二外国語を、例えば授業で使用 している文法書が終わるまで

学び通すと、フランス語やイタリア語などそれ以外の外国語が学びやす くなる9。 別の外

国語をさらに学ぼうとする際、まだ大学へ通学中であれば、大学で開講されている別の外

国語の授業に出ることもで きるし、専門科 目と曜日や時限が重なるなどしてその授業への

継続的な出席が困難であれば、NHKの 外国語教育番組や音声CDや 解答付 きの参考書な

どを使用 して、新 しい外国語を独学で学ぶことも不可能ではない。その際、 ドイッ語を一

か ら学んだ時 よりも、より早 く学ぶことができる。すでに語学の 「学び方」を修得 してい

るか らである。筆者の場合、独学であったので、学力向上度合の目安 として、フランス語

検定やイタリア語検定を受験するなどした。同じことは西洋古典語同士にも言える。例え

ばラテン語を先に学んでおくとギリシア語を学ぶのが容易 となり、ギリシア語の独学 も不

可能ではなくなる。筆者の場合、ギリシア語の基礎文法は独学で学び、当時のギリシア語

教員 に個別に添削 して もらい、大学のギリシア語の授業 には中級 クラスから出席 し始め

た。

このように外国語学習により修得 した 「学び方」は、外国語学習に限らず、学生個々人

の専門分野など、他のすべての分野にも活かされうる。すなわちそれは、初歩か らスター

トして、勉強を持続 し、徐 々に込み入った内容にも取 り組んでいくと、いつ しか高度な内

容 も理解できるようになる、という学びの過程である。一つの外国語を徹底的に学ぶこと

により、さまざまな知識を深めると同時に、忍耐力、持続力、集中力、知的関心も高め、

培 うことができる。その過程で、授業時間以外にも自主的に、外国語であろうとそれ以外

であろうと何かを学び続け、それが大学卒業後 も継続 して行 う生涯学習のきっかけになれ

ば、大学での外国語教育は単なる語学の習得を超えた、無限大の価値 を持つことになる。

語学学習を深めることにより、語学力だけではなく、ひいては洞察力、思考力、さらには

人間性をも高めることができるまでになれば10、大学の語学教育は唯一無二の価値を持つ

ものとなる。
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II.5.大 学以外で第二外 国語を学 ぶことが必ず しも容易 ではないこと

英語以外 の外 国語 を大 学以外 で学ぶ ことは、 どこで も可能 とい うわけで はない。大都市

には、英語以外 の外 国語 を教 える ドイ ツ文化 セ ンター(ゲ ーテ ・イ ンステ ィ トゥー ト)や

日仏会館 などの ような語学学校 はたいてい存在す るが、全ての 中小 都市 にそれ らが存在す

るわけで はない。 また、語学学校の各種 コースは曜 日や時 限が決 まってお り、学 び手の仕

事や育児家事等 のスケジュール と必ず しも合致す るわけではない。学 び手 のス ケジュール

に合 わせて くれる個人 レッス ンは高額であ り、継続 しに くい。

ドイッ語、 フランス語 のような現代 ヨーロ ッパ語 もそ うであ るが、特 にラテン語や ギ リ

シア語 のような古典語 は、大学以外 で学 ぶ ことがいっそ う困難 である。 しか し、 ギ リシア

語や ラテ ン語講座 はすべ ての大学 にはな くて も、 ドイツ語や フランス語の授業 を行 う大学

は多 い。 よって、学生 は大学 に通い、吸収力 のある若い うちに、最低1つ は英語以外の外

国語 を学んでお くことが望 ましい と言 える。

IIl.大 学 にお ける多言語教育の際の問題点 と解 決への工夫

lll.1.外 国語クラスの人数の問題

英語 、 ドイツ語、 フラ ンス語 な どの語 学学校 では、学生 の人数 は多 くて1ク ラス15名

程度 であるが、大学の外 国語授業 にお ける学生 数はそれ よ り多 く、時 には1ク ラス4、50

名 にのぼることも珍 しくない。語学学校 では少 人数教育であ るため、教 師 と学生が直接対

話 で きる機 会 も多 く、教 師が学生 の間違 い な どをその場でチ ェ ック した りして くれ る し、

学生 同士 で話 しているの を教師が 聞いて、表現や理解 度 などをチ ェ ックす る機 会 も多 い。

また、多 くの受講生が 自身で学費 を払 って、あ るい は自ら希 望 して親 などか ら学費の援助

を受 けて会話 や語学 を学ぶ とい う 目的で 自主 的に学校へ 来て い るた め、語学 学習へ のモ

ティベーシ ョン も積極性 も高 い。

これに対 し、大学で は単位取得 のためだけに義務 的に渋 々参加 している学生 も少 なか ら

ず いて、必 ず しも学生全員 が授 業後 も語 学力 を運用 した くて出席 しているわけで はない。

この ような中で は、 まず学生 自身 にその言語 を学ぶ意義 とい う もの を見出 させ る必要が 出

て くる。

まず、人数が多 いこ とへの克服法 は、特 に多 人数 のクラスで は、授業 中、教 師が 同 じ学

生 に何度 も当てるこ とがで きないため、他の こ とで カバーす る必要が 出て くる。筆者の場

合、毎 回か数 回に一 回の頻度 で、学生 に課題 を提 出 させ る ことに している。例 えば ドイッ

語学習 を例 に とる と、語学学校 の授業 では、 た とえ初級 クラスで あって も学生が ドイッ語

で話 した り聞い た りで きるようになる ことがあって も、大学 の授業 では学生が優秀で ある

に もかか わ らず、 中級以上 のクラスでない と、 ドイツ語 に よるフ リー トーキングは しない
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こ とが多 い(会 話 の クラスは初 級か ら存在す るが、学生 にテキス トにある決 まったフ レー

ズ を話 させ た り、問題 を解かせ るに とどま り、教 師 と学生が ドイッ語で 自由 な会話 をす る

ことは少ない)。 それ どころか、 ドイツ語 による フリー トーキ ングは中級 クラスで もしない

ことがある。

この短所 を補 うため、筆者 は学生 に宿題 を課 し、 ドイツ語 で話 させ る代 わ りに、 ドイツ

文 を読 ませ て、それ につい て ドイツ語で作文 させ て提 出させ てい る。その際の文章 は、基

本的 な文法事項 を抑 えた簡単 な文章 で よいが 、皆 が同 じ答 えになるのではな く、学生個人

によって答 えが異 なるような 自由な課 題 を出す。その際、学生 が間違 えやすい文法 を使用

した文章 を選ぶ。例 えば、昨 日、 自分が朝起 きてか ら夜、寝 る までの問に行 った こと、 ま

たは、夏休 み中 に自分が 主 に何 を行 っていたか を、現在完 了形 を用 いて ドイッ語で書 け、

な どとい った ような問題 を筆者 は課 してい る。 これ は、学生 自身 に語学のみ な らず、生活

態度 も考 え直 させ る良い機会 となってい る。

この ように課題 は、 ドイッ文 を和訳 させ る より、 なるべ く ドイッ文で作文 させ る ものの

方が望 ましい。 しか し、その まま教師が添削 して学生 に返 して も、学生 は きちん と読 まな

い可能性がある。

そ こで、宿 題で書 かせ た基本文形 を使 った文章 を、学期 中、例 えば合 計15行 だ けで も

良い ので、学生 に とにか く暗記 させ た り、それが テス トに出題 され るなど と言 って注意 を

喚起す る と、学生の学習へ の真剣 さが増す。 ドイツ語 に限 らず、重要 な文法項 目や代表的

なイデ ィオム を含 む文章 を丸 ごと覚 えて しまうのは、効果 的な語学の学習方法の一つで あ

る と言 える。実際 にそれ を用 いる時 は、覚 えた文章 を応用 して話 した り書い た りすれ ば よ

い 。

III.2.学 生のモテ ィベ ーシ ョン向上策

語学学校へ わ ざわ ざ自分 の 自由時 間を割 いて学 びに来 る人々 と異 な り、大学で外 国語 を

学ぶ学生全員が、必ず しも最初か ら外 国語 を学ぶ意欲 に満 ち溢 れているわけではない。進

級 のために嫌 々出ている、 とい う学生 もい るか もしれ ない。 この ような状 況での学生の外

国語 学習へ のモ テ ィベ ーシ ョンの上 げ方 を考 察 したい。初 級 クラスで は、各種 検定 試験

(例 えば英検、独検 、ゲーテ ・インス テ ィ トゥー トの試験 な ど)を 推 奨 し、可 能な らば授

業 中でそ の対策法 に触 れ、希望者 に受験 を推奨す るの も、学生の学習意欲 を上 げるには効

果的であ る。毎年秋 になると、英検 や独検 を受験 した とい う学生が ち らほら出て くる。

中級や上級 クラス の場合、各学生 にア ンケー トなどで希望 を聞いて、教材 を選 ばせ るの

もモ ティベー シ ョンを上げ る一策であ る。授業で時事問題 を扱 うな ら、教材 としては、今

現在 、 日本で も話題 に なってい るニ ュース を取 り扱 うと学 生 の関心 を引 きやす い。例 え
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ば、筆者 は 日本の原発事故 を踏 まえた、 ドイツ国内 にお ける原発 に関す る今後の取 り組み

につ いて書 いた記事 を教材 として授業 中用 いた ことが ある(メ ルケル首相が、今後、 ドイ

ツ国内の原子力発電所 をゼロにす る とい う声明 を発 したが、それ は票集めや人気取 りのた

めに言 ってい るのであ って、実行不可能で はないか、 との疑惑 を述べ た内容の記事で あっ

た)。 その際、問題への学生 の関心度 は高 く、学生 が予習 をそれ まで以上 に念 入 りに行 っ

て きた。

また、筆者 が担 当 した ドイツ語 中級 ク ラスの場合、 当初 、授 業で ドイツの社会 や政治、

経済 問題 を報 じたニ ュース を扱 った際、難 しす ぎる との声が あ り、 どの ようなテーマの

ニュース を読 みたいか アンケー トを取 った ところ、8割 以上 の学生が サ ッカーな どのスポー

ッ、芸能 ニュース などの娯楽、童話 な ど子 ども向 けの極力簡単 な文章、 な どとい った読み

やす いテーマ を希望 した。学生 の希望 に応 じ、それ らを授業 で扱 うと、予習 を して くる学

生が格段 に増 え、学生 の理解度 やテーマへ の関心 、集 中力 も増 し、授業 もそれ まで以上 に

進めやす くなった。 日本語で読 んで も難 しい ような高度 な内容 を持つ文章 は、学期の終 わ

り頃、学生 が ドイッ語 に慣 れて きた頃に扱 うのが良い時 もあ る。

III.3.授 業時間数 の制限の問題

また、大学 にお ける外 国語教育 で問題 となるのは、授業時 間数が きわめて限 られている

場合 である。例 えば外 国語 の授業 が週 に1回 、 しか も半年 間で完結 して しま う場合、つ ま

りた った半年 間の、90分 ×15回 の授 業のみ で一 つの外 国語の講座 を終 えね ばな らない よ

うな場合、授業 中で で きるこ とは きわめて限 られ て しまい、多 くの場合、語学の初歩 をな

ぞ るだけで終 わって しまう。 この場合 、教 え手の最 も大 きな役 割 とは、学生が外 国語学習

に慣 れ、授業時 間以外 に も独 自で外 国語 を学 んでい くための、いわば語学学習の先鞭 をつ

ける ことになる。で きれば週 一回 の外 国語 の授業 で も、通年 の30回 はあ って ほ しいが、

そ うで ない場合、学期が終 わった後 もその言語 を学 びたい とい う希望者がいれ ば、その学

生 に教 師が個別 で教 える時 もある。 また は、 も しあればその大 学の近所 の語学学校や、独

学で学ぶ こ とがで きる教材等 を紹介 し、学生が独学す る際、理解 で きない点が あれば、質

問 を受けて答える、 とい う形 で欠 点を補 う。

lll.4.授 業後 に外 国語を用 いる機会が少 ない こと

語学教 員仲 間の間で もしば しば話題 にのぼる ことであ るが、大学でせ っか く学 んだ第二

外 国語 を、大学卒業後 も活用 で きる機会 を持 つ学生 は、そ う多 くはないだろ う11。大半が、

卒業す る と同時 に仕事や生活 な どで学生 時代 以上 に忙 し くな り、学 んだ外 国語 も忘れ て し

まうか もしれない。
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よって、授業 中、現在学 んでい る外 国語 を、大学 の中以外 で も使 う機会が あるこ とを教

え手が積極 的に紹介 するか、あるいは、個 々人 にその ような機会 を見 出させ るよう促すの

も、学生 に外国語学習へ の意欲 を駆 り立 てる方法 の一つ と言 え るだろ う。例 えば、 ドイツ

語 の授業 中、教 え手 は、サ ッカーフ ァンの学生相手 にな ら、サ ッカーの試合 を見 に ドイツ

へ行 く機会 もあ るか もしれ ない ことを示 唆 し、芸術 学専攻 であ るとか絵 画鑑賞が趣 味の学

生 には、 ドイッにあ る様 々な美術館や ドイツの芸術家の話題 を してみるの もよい。声楽 を

学 んでいる学生 には、 ドイツ語の歌 を人前で歌 う可能性が あるこ とを示唆す る。趣 味の範

囲を超 えて、個 々人 の専 門分野 に関す る研究 を ドイッでさ らに深 めたい とい う学生 もいる

だろう し、 ビジネス面 で語 学力 を発揮 し、大使館 や商社 、旅行会社 な どで将来勤務 したい

と希望す る学生 も時折存在 する。 この ように、趣味、仕事、家庭 な ど、 どの ような 目的で

もいいので、各学生 に ドイッ語 を大学卒業後 も活かす機会が ある、 またはその機会 を作 ろ

う とした ら作 ることがで きることを提示 す ると、い っそ う学 生の学ぶ意欲 をか き立 てるこ

とがで きる。

lV.結 語

以上述べて きた多言語教育の利点、また、その際に生 じる問題点の解決に向けて努力

し、試行錯誤 しつつ、大学で英語を中心 とした多言語教育 を行 うことは、大学生にとって

多大に稗益すると思われる。大学における多言語教育は、英語が元々できる学生のみなら

ず、英語に自信のない学生双方にそれぞれ有効であり、学生が英語 と第二外国語を同時に

学ぶ意義は十二分にある。英語と第二外国語の相違点や類似点を把握 しつつ両言語を同時

に学び、両言語への理解 を一層深めることによる相乗効果により、 どちらか片方を学ぶ場

合よりも、はるかに効果的に外国語を習得できると言える。

また、語学の授業では、語学だけを教えるのではない。古代ローマの政治家キケローも

修辞学著書 『弁論家について』(1,20-21;2,120;3,37参 照)に おいて述べているように、

話 し手は内容にふ さわしく語るべ きである。つまり文章理解 にも言語と内容の双方の理解

が必要である。外国語の授業で、その言語の文法や日常的な基礎会話だけを学んでいて

も、学生は退屈に思 うであろう。初級クラスのみならず、特に中級以上のクラスでは、語

学に限らず、その国の文化的背景や知識、習慣などについての教育 も必要 とされる。例え

ば ドイツ語の授業の場合、 日本とドイッ間の言語や文化の相違や類似点などに関する考察

も必要となる。

また、アメリカやイギリスなど英語圏の国々と、ヨーロッパ諸国では思想が異なる。こ

こに、英語以外の外国語を学ぶ意義がある。学問を専門的に学ぶ学生は、英語の文献だけ

読んでいても物足 りなくなり、他の国々の研究成果 も知 りたいと自然に思 うようになるだ
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ろう し、 ヨー ロッパ諸国のニ ュース は、英訳や和訳 を待 っていては、 リアル タイムには得

られ ない。十分 な語学力 を備 えた者 に とっては、 自分 自身がその 国の言語 を読 んだ り聞い

た りして直接得 た情報 は、他者 による翻訳 を通 じた文の意味や ニュアンスの歪 曲や誤解 な

どを含 まない、最 も信頼す るに値 する ものである。

学生の英語の知識をその他の外国語教育に活かす具体的な工夫 と方法については、また

紙面を改めて考察 したい。

注

1

2

3

4

5

ρ
0

7
置

8

KobayashiTakashi,p.123は 以 下 の よ う に 指 摘 し て い る 。 。DiebesteMethodeeine

Fremdsprachezulernen,ist,zweifellos,dortzulebenundzulernen,wosie

gesprochenwird."

藤 原 三 枝 子p.75は 「大 学 が 授 業 時 間 数 の 削 減 を 決 定 す れ ば 外 国 語 の 十 分 な 習 得 に 至

ら な い こ と は 明 らか で あ る 。 ま して や 授 業 そ の もの が 廃 止 さ れ る こ と に な れ ば 、 外 国

語 教 育 の 改 善 に つ い て 考 え る 土 台 を 失 う こ と に な る 。」 と指 摘 し、 昨 今 の 語 学 授 業 時

間 数 の 削 減 傾 向 に 警 鐘 を 鳴 ら し て い る 。

生 後7カ 月 程 度 の ま だ 歩 け な い 乳 児 で さ え 、 離 乳 食 を 差 して 「マ ン マ 」 や 、 父 母 を 差

し て 「パ ー パ ー 、 マ ー マ ー 」 な どの 一 語 を 発 す る こ と の で き る 子 ど も も い る 。1歳 前

後 に な る と 、 も う 少 し 長 い 語 「い な い い な い ば あ 一 」 な ど も 言 え る よ う に 成 長 す る 。

そ し て そ の 後 、 成 長 す る に 従 い 、 発 す る 語 が 、 次 第 に 二 語 文 や 三 語 文 と 長 く複 雑 に

な っ て く る 。

http://benessejp/berd/data/index.shtml#syo _eigo_tyosa参 照 。

http://learningenglish.voanews.com/参 照 。

http://www.bbc.co.uk/worldservice/learningenglish/参 照 。

手 嶋 英 貴p.138は 、 例 え ば 大 学 の 芸 術 学 の 学 生 に は 、 中 学 や 高 校 で あ ま り英 語 を 学 習

し て お らず 、 基 本 的 な 文 法 に つ い て も 知 識 が 乏 しい 者 が 多 く い る こ と を 指 摘 し て い

る 。

例 え ば ラ テ ン語 は 、 名 詞 や 動 詞 な ど の 語 尾 変 化 が どの 言 語 よ り も は っ き り と決 ま っ て

い る た め 、 語 順 が 自 由 で あ る く らい で あ る 。 韻 文 で は 、 前 置 詞 と名 詞 の 問 に 主 語 が 来

た り、 前 置 詞 と 名 詞 の 語 順 が 逆 に な っ た り す る こ と も 珍 し く な い 。 例:Arma

uirumquecano,TroiaequiprimusaborisItaliamfatoprofugusLauiniaqueuenit

litora.(Vergilius,Z【6〃 爾,1.1～3)「 戦 争 と勇 者 を私 は 歌 う 。 こ の 者 こ そ 最 初 に トロ ー
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イ ヤ の 海 岸 か ら イ ー タ リ ア へ と 、 運 命 に よ り 落 ち 延 び 、 ラ ウ ィ ー ニ ウ ム の 浜 へ と

や っ て 来 た の だ 。」(ウ ェ ル ギ リ ウ ス 『ア エ ネ ー イ ス 』1巻1-3行)こ の 例 の 場 合 、 ヘ

ク サ メ ー タ ー(長 短 短6歩 格)の 韻 律 を 守 る た め 、 関 係 代 名 詞quiが 前 置 詞abと

Trojaeorisの 間 に 配 置 さ れ て い る 。

9高 山 緑 、 金 田 一 真 澄 、 森 泉p.86は 、 慶 応 大 学 日吉 キ ャ ンパ ス の 学 生 に 対 し て 行 っ た

ア ン ケ ー トの 結 果 、 「複 数 の 言 語 を 学 ぶ こ と に よ っ て 、 新 し い 言 語 を 学 び や す く な

る 」 と の 意 見 が あ っ た こ と を 述 べ て い る 。

10小 林 喬p.95は 、 「長 い 人 生 を 通 し て 形 成 さ れ て い く 自 己 教 育 の 重 要 性 を 問 わ れ る こ と

の 多 い 今 日、 教 養 と し て だ け の 語 学 学 習 に 止 め ず 、 限 り な い 言 語 習 得 能 力 に 磨 き を か

け 、 多 くの 言 語 と文 化 に 接 して い く こ と こ そ 、 よ り大 き な 人 間 形 成 に つ な が る もの と

思 わ れ る 。」 と指 摘 し て い る 。

11KobayashiTakashi,p.121を 参 照 。 。Esbrauchtnichtbesondersbetontzuwerden,

daBesinJapankaumM6glichkeitgibt,seineFremdsprachenkenntnissenachder

Universitatzuvertiefenunderweitern."

参 考 文 献

KobayashiTakashi,BetrachtungtiberdiePraxisdesDeutschunterrichts,/1∂1診 伽41π%g6π

467Gz4〃z〃zα ∫)7⑳ ん'z47F70z昭 ノzz6πゴzフ67∫鉱と7'1(1981),p.121-132.

GunskevonKollnM.,LebenslangesLernen:Uberlegungenzurdidaktisch-methodischen

KonzeptionvonDeutschalsFremdsprachenachEnglisch,生 涯 学 習 教 育

研 究 セ ン タ ー 年 報(福 島 大 学 生 涯 学 習 教 育 研 究 セ ン タ ー)10(2005),

p.37-45.

小 林 喬 、 家 庭 の 二 言 語 併 用 と ドイ ツ 語 教 育 ～ 南 チ ロ ル 地 方 の 子 供 の 二 言 語 併 用 を 例 と して

～
、 群 馬 県 立 女 子 大 学 紀 要3(1983),p.85-96.

高 山 緑 、 金 田 一 真 澄 、 森 泉 、 世 界 の 言 葉 と つ き合 う た め の 導 入 教 育(2)一 《複 言 語 の す す

め 》 に よ る 導 入 教 育 の 実 践 と分 析 一 、 慶 応 義 塾 大 学 日 吉 紀 要 、 ドイ ッ 語

学 ・文 学45(2009),p.81-132.

手 嶋 英 貴 、 芸 術 学 生 の た め の 「ドイ ッ 語 ・英 語 連 係 教 育 プ ロ グ ラ ム 」 上(概 説)一 京 都 精 華

大 学 情 報 館 に お け る 「外 国 語 チ ュ ー ト リ ア ル 」 活 動 か ら、 京 都 精 華 大 学 紀

要25(2003),p.133-144.

藤 原 三 枝 子 、 甲 南 大 学 に お け る 第2外 国 語 と し て の ド イ ツ 語 教 育 一 国 際 言 語 文 化 セ ン

タ ー 設 立10年 の 歩 み 一 、SprachwissenschaftKyoto4(2005),p.75-78.

一265一


